
機器活用による業務や利用者等に関する変化（見守り） 

○ 施設の管理者等に対する聞き取り調査では、見守り機器の活用により、「施設業務・職員の変化」におい 
 て、「訪室しなくても利用者の状況が分かる」、「行動パターンが把握できる」等の回答が多い傾向にある。 

※ 「介護ロボットの導入支援及び導入効果実証研究事業」（厚生労働省） 
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0 5 10 15 20 25 30

訪室しなくても利用者の状況が分かる 

行動パターンが把握できる 

訪室の前に心の準備ができる 

利用者のペースに合わせた介助ができる 

転倒が減る 

優先順位の判断ができる 

訪室回数合計が減る 

走って訪室することが減る 

見守り以外の業務･休憩等が分断されない 

機器対象者以外の利用者へのケア時間が増える 

事故原因分析の参考情報にできる 

職員の気持ちに余裕ができる 

必要以上に見に行くことになる 

複数端末の携帯が煩雑である 

機器の初期設定・微調整が煩雑である 

0 5 10 15 20 25 30

睡眠の質が高まる 

排泄の失敗が減る 

不穏行動が少なくなる 

職員からの干渉・制止が減る 

職員から見守られている安心感が高まる 

つねに見られている負担感がある 

（Ｎ＝30施設） 

（Ｎ＝30施設） 

（施設業務・職員の変化） （利用者の生活の変化） 


